
 

 

令和５年度学校評価報告書（目標設定） 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 

具体的な方策 評価の観点 

１ 
教育課程 
学習指導 

①新たな教育課
程を着実に実施
するとともに検
証を行い、令和
４年度からの教
育課程を編成、
実施する。 
 
②生徒の学習意
欲を喚起し、基
礎学力を確実に
定着させるとと
もに、思考力・
判断力・表現力
を育成する。 
 
 
 
 
 
 
 

①来年度より全学
年で実施する新教
育課程での指導と
評価の一体化を着
実に進め、学校と
して標準化を図
る。 
 
②一人一台端末を
用いた授業の展開
方法や、ICT を活
用した教材などを
情報収集して整理
し、職員で共有・
活用する 
②放課後や長期休
業中の補習や講習
の講座の実施、教
科会や教員研修の
充実を図る。 

①各教科・科目に
おいて、学習指導
要領に基づいた指
導と評価の計画を
作成し、寒川高校
としての標準的方
策を共有する。 
 
②ICT の特性を活か
し た 教 材 を 研 究
し、学校全体での
共有化を図るとと
もに、生徒からの
アンケートなどを
もとに授業改善を
行う。 
②各学年で、生徒
のニーズに応じた
講座等を実施する
とともに、教員研
修講座を開催し、
スキルアップや情
報共有を行う。 
 

① 各 教 科 ・ 科 目
で、標準的な方策
が作成・共有でき
たか。 
 
 
 
 
②教材の研究成果
や、授業の改善点
などの情報を共有
できたか。 
②生徒のニーズに
応じた講座等を実
施 で き た か 。 ま
た、教員研修を通
じて、生徒に還元
できる教材等を開
発できたか。意識
の向上が見られた
か。 

２ 生徒指導・支援 

① ①基本的生活習
慣を確立させ、
規範意識を醸成
するとともに、
安心して学校生
活を送れるよう
に生徒の心のサ
ポートを行う。 
 
 
 
 
②部活動への加
入率を高め、学
校全体を活性化
するとともに、
地域社会に貢献
できる人間力を
育む。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①社会の一員とし
て必要な高校生と
して望ましいルー
ルやマナーの定着
を図り、生徒の実
情を把握し、生徒
個々に応じた組織
的支援体制をさら
に強化する。 
 
 
 
②新入生歓迎会や
部活動体験会を開
き、部活動への加
入を促進する。ま
た、部活動の環境
を充実させるた
め、活動に必要な
環境を整備すると
ともに主体的な取
組を促す。 

①「生徒支援の指
針」と「生徒対応
の手引き」を全教
職員での共通認識
を図り、SSE の取り
組みや交流当番、
下校指導などを通
じて、個別理解を
推進し、問題行動
の 未 然 防 止 を 図
る。 
 
②新入生歓迎会に
おいて生徒代表か
ら各部の魅力を発
信させる。部活動
体験会で新入生全
員に部活動を体験
さ せ る 機 会 を 設
け、部活動への加
入を促進する。 
②部活動の予算を
最大限に生かし、
環 境 を 充 実 さ せ
る。 

①生徒の問題行動
の発生件数を減少
させることができ
たか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
②新入生の部活動
加入率 40％以上か
つ、退部率を 10％
以内に抑えられた
か。 
②３つ以上の部活
動で県大会出場以
上の実績を残せた
か。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 

具体的な方策 評価の観点 

３ 進路指導・支援 

① 生徒に自己の在
り方生き方を考
えさせ、望まし
い勤労観や職業
観と主体的に進
路を選択する能
力を育成して、
進路実現につな
げる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①生徒の希望や状
況を把握し合意形
成のもと、個々の
適性に合った進路
実現ができるよう
細やかな進路指
導・進路支援を実
践する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②キャリア教育に
係る外部の資源を
有効に活用し、生
徒の進路意識の向
上を図る。 
②目標を持って進
路実現できる生徒
を育成する。 

①校内の支援体制
及び校外の支援機
関とも連携し、進
路指導に関わる支
援の充実を図る。 
①求人票システム
の導入を通じ、進
路指導の効率化と
生徒の進路選択の
最適化を合わせて
進められるよう、
運営面での改善を
図る。誰でも対応
できる進路指導体
制を構築するとと
もに、事故防止に
努める。 
 
②地元企業等と連
携した本校独自の
インターンシップ
をはじめとする体
験活動や職場見学
等を実施し、生徒
の職業観を育成す
るとともに、１・
２年次における生
徒の進路意識の向
上を図る。 

①生徒が目的を持
って進路を選択す
る こ と が で き た
か。進路未決定率
を 10%以内とするこ
とができたか。 
（昨年度９%） 
適切な支援体制の
もと、進路支援を
行うことができた
か。 
 
 
 
 
 
 
 
②生徒の多用な進
路のニーズを踏ま
え、本校独自のイ
ンターンシップ等
の 体 験 活 動 を 企
画・実施する。 
令和４年度と比較
し体験者数を増や
す こ と が で き た
か。 

４ 地域等との協働 

① 寒川町唯一の高
等 学 校 と し 
て、寒川町や近
隣地域、小中学
校 の 期 待 に 応
え、地域に親し
まれ、地域とと
もにある学校づ
くりを進める。 
 
 
 
 
 
 
 
 

①寒川高校の情報
を中学生や保護
者、地域に積極的
に発信するととも
に、町や地域のイ
ベントへの生徒の
参加や近隣の小中
学校との交流を推
進する。 
 
 
 
 
②広域避難場所と
して地域との連携
を図り、町の防災
体制、減災対策の
一翼を担う。 
 

①ホームページや
学校案内を充実さ
せるとともに、ツ
イ ッ タ ー を 活 用
し、迅速な情報発
信を行う。 
①町や地域と情報
交換しながら、地
域との交流やイベ
ントに、生徒が参
加する機会を増や
す。 
 
②コロナ禍も緩和
されるので、寒川
町防災担当部署及
び近隣自治会と連
携方法を再構築す
る。 

①ホームページの
更新や、ツイッタ
ーでの情報発信を
適切かつ速やかに
行ったか。 
①町や地域のイベ
ントへの参加、近
隣の小中学校との
交流機会が増えた
か。 
 
 
 
②町や地域の防災
訓練に参加し、町
の防災対策に協力
できたか。 

５ 
学校管理 
学校運営 

① 職員全体が学校
運営上の課題を
共有し、安全・
安心な学校づく
りに邁進すると
ともに、事故・
不祥事防止の徹
底を、より一層
推進する。 
 

①教員の働き方 
改革を推進するた 
め、業務のスリム 
化、効率化に取り
組み事故・不祥事
防止に努める。 
 
②最終年度になる
校舎耐震工事にお
いて、安全確保と
教育環境の整備を
図る。 

①業務のスリム化
に向けて総括教諭
と相談しながら業
務を見直す。 
 
 
②仮設校舎から東
棟 へ の 移 転 に 備
え、生徒の動線の
安全確保に必要な
環境整備計画を立
てる。 

①業務のスリム化
に向けて総括教諭
と相談しながら業
務を見直すことが
できたか。 
 
②冬季休業中、安
全を確保した移転
を実践するととも
に、環境整備計画
を実践できたか。 

 


